
 

 

第３次日進市男女平等推進プランについて 

誰もが暮らしやすい 多様性を認めあうにっしん 

 

１ 根拠 

  法による規定【男女共同参画社会基本法より一部抜粋】 

第 14 条の 3 市町村は男女共同参画基本計画及び都道府県男女共同参画計画を勘案して、当該

市町村の区域における男女共同参画社会の形成の促進に関する施策についての基本的な計

画（以下「市町村男女共同参画計画」という。）を定めるように努めなければならない。 

 

２ 計画の位置づけ（プラン３頁） 

● 本市において男女平等を推進し、男女共同参画社会を実現していくための計画 

● 日進市総合計画を上位に持ち、本市の関連計画と整合性のある計画 

● 男女共同参画基本法第十四条の３項及び日進市男女平等推進条例第十条に基づく計画 

● 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（以下「ＤＶ防止法」という。）」第

二条の３第３項に基づく市町村基本計画を兼ねる計画（本プラン基本目標Ⅴ） 

● 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下、「女性活躍推進法」という。）」第六

条の２に基づく市町村推進計画を兼ねる計画（本プラン基本目標Ⅲ） 

 

３ 計画の期間（プラン 4 頁） 

この計画の計画期間は、2021年（令和 3年）4月～2031年（令和 13年）3月の 10年間としま

す。 

ただし、2025年度（令和 7年度）において中間見直しをするほか、社会情勢の変化や計画の進

捗状況などに応じて、計画の見直しを行います。 

 

資料６ 



 

 

令和３年度 

（2021） 

令和４年度 

（2022） 

令和５年度 

（2023） 

令和６年度 

（2024） 

令和７年度 

（2025） 

令和８年度 

（2026） 

令和９年度 

（2027） 

令和 10年度 

（2028） 

令和 11年度 

（2029） 

令和 12年度 

（2030） 

          

 

第３次日進市男女平等推進プラン 

前期 

後期 見直し 

 

 

4 計画の推進体制（プラン 72-73 頁） 

【審議会の位置づけ】 

○日進市男女平等推進審議会（プランの調査・審議） 

日進市男女平等推進条例第二十四条に則り、市長の附属機関として、日進市男女平等推進審議会を

設置しています。この審議会は、市長の諮問に応じ、本プラン及び男女平等の推進に関する重要事

項について、調査、審議し、その結果を市長に答申することになっています。また、女性活躍推進

協議会機能も付加し、女性活躍推進に関する取り組みについて協議を行います。男女共同参画施策

推進のため、審議会の意見を踏まえ、本プランを推進します。 

 

【計画の進捗管理】 

本プランに位置づけた取り組みは、日進市男女平等推進条例第二十一条に基づき、毎年度、実施状

況についての報告書を作成し、公表します。 

施策の内容を担当する課が推進状況や課題などを整理して、ＰＤＣＡの視点から毎年度自己評価を

行います。市民協働課は、その結果を取りまとめ、日進市男女平等推進審議会（女性活躍推進協議

会兼ねる）に報告し、推進状況の確認及び報告に対する意見を聴取し、結果を広く市民などに公表

します。公表結果を踏まえ、担当課は必要に応じて改善を図り、次年度以降の取り組みの展開に反

映させながら、よりよい事業の推進に努めます。また、本プランでは、数値による評価が可能なも

のについては、施策ごとに指標を設定しています。これらの指標を活用し、進捗状況や成果を定期

的に評価・検証し、次年度以降の施策の推進に反映していきます。 



 

 

５ 計画の内容 

８つの基本理念（日進市男女平等推進条例第３条に基づく８つの基本理念） 

（1）男女の人権の尊重 （2）施策や方針の立案及び決定への参画 （3）制度・慣行が男女

の社会生活の自由な選択に影響を及ぼさない配慮 （4）家庭生活における活動とその他の活

動との両立への配慮 （5）男女平等を基本とした教育への配慮 （6）国際社会との協調（7）

性と生殖に関する健康と権利の尊重 （8）男女間の暴力の根絶 

 

５つの基本目標 

● 基本目標Ⅰ 

性別にかかわらず個人の人権を尊重し認めあうことのできる男女平等な社会に向けた意識づくり 

● 基本目標Ⅱ 

さまざまな分野で性別にかかわらず意思決定に参画できる環境づくり 

● 基本目標Ⅲ：女性活躍推進法市町村推進計画 

性別にかかわらず職業生活において活躍できる意識・環境づくり 

● 基本目標Ⅳ 

性別にかかわらず安心して暮らすことができる環境づくり 

● 基本目標Ⅴ：ＤＶ防止法市町村基本計画 

ドメスティック・バイオレンス等の防止と被害者を支援する体制づくり 

 

４つの横断的な視点 

● 国際協調～ＳＤＧｓ達成を意識した計画の推進～ 

● アンコンシャス・バイアスからの解放 

● 人生 100 年時代を生きる 

● ダイバーシティ＆インクルージョン 



 

 

６ 令和３年度の市民協働課担当係の主な取り組み（新規を中心に） 

● 審議会等への女性委員の登用促進について 

審議会等への女性委員の登用促進ガイドラインを策定し、説明会を実施し全庁に周知。 

目標数値（女性 35％）に満たない場合は、理由書と登用計画を提出することとした。 

 

● 無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）について 

名古屋外国語大学と協働で、アンコンシャス・バイアスのアンケートを実施。 

広報誌等に啓発記事を掲載。 

 

● ジェンダー統計の推進について 

ジェンダー統計の必要性及び性的マイノリティへの配慮について全庁通知及び説明会を実施。 

 

● 市女性職員のエンパワーメントについて 

女性活躍のための女性職員意見交換会を実施し、提言書をまとめる。 

 

● 男女共同参画週間の取組 

男女共同参画週間に合わせ、図書館と協働し、関連図書の特別図書配架、関連用語の展示。 

 

● 性的マイノリティへの理解促進について 

性の多様性の基本情報パンフレットを作成し、市民及び教職員に配布。 

パートナーシップ宣誓制度について調査研究を進める。（諮問事項） 

※愛知県内では西尾市・豊明市・豊橋市・豊田市が導入済み。 



 

 

第３次男女平等推進プラン体系図（プラン 48-49 頁） 


